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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、線虫を用いて神経回路が感覚入力を処理して行動を引き起こすまでの神経回路を解明し、

学習によりその行動が変化する分子・神経機構を明らかにすることを目的としている。 

既に、幾つかの重要な進展が認められており、順調に進捗しているものと判断する。例えば、塩濃度

でジアシルグリセロール（DAG）が変化することや、DAF-16 と DAF-2a の２つの遺伝子産物が協調

的に作用して塩忌避を起こすことを明らかにし、塩忌避を起こす感覚神経として「ASG」を同定するな

どの研究成果を上げている。なお、解析に必要なライトシート型の 4D イメージングシステムの整備は

困難に直面しているものの、適切な問題解決の努力を行っている。 


